
関数電卓

使用説明書 JP

 使用説明書について 日本語

 電池の交換

 計算しましょう

 現在の計算モードを確認します

 電源のオンオフ

計算を始める前に、現在の状態インジケータに表示されている計算モードを確認してく
ださい（DEG、BIN、STAT、CPLX)。 また、浮動小数点モードなどの表示モードにもご注
意ください。
注 ! : 現在の状態が分からないときは　　　　　　　 を押して計算機をリセットしてく 
  ださい。

 最初の操作
1. 電池絶縁シートを引き抜くと電池が装着され、計算機をオンにすることができます。
2. 　　　　　　　　を押して計算機をリセットしてください。
  電源オン /クリアキー : 電源を入れるときに使用します。計算中にこの 
  キーを押すと、メモリレジスタ以外のすべてのレジスタをクリアします。
  電源オフキー : このキーを押して計算機の電源をオフします。

  入力訂正キー : 直前に入力した内容をクリアします。
  リセットキー : これらのキーを同時に押すと計算機がリセットされます。 
  メモリがクリアされ、計算モードがリセットされ10進演算モード（浮動 
  小数点モード）になります。
 オートパワーオフ機能 :
 本機は7分間操作を行わないと自動的に電源が切れます。

独立メモリ : 計算機の電源をオフにしても独立メモリの内容は保持されます。

  メモリプラスキー /メモリマイナスキー : 独立メモリに数値を加算した 
  り、独立メモリから数値を減算します。
  メモリ呼出しキー : 独立メモリに記憶されている数値を呼び出します。

  表示値とメモリ値の置換 : 表示された数値を独立メモリ記憶内容と置 
  き換えます。
変数メモリ : 数値や演算結果を変数メモリに保存できます。データ、演算結果、定数を保 
  存する６つの変数メモリ（A、B、C、D、E、F）があります。
  変数メモリ : 変数をメモリに保存するときに使用します。
  変数メモリ呼出しキー : 変数メモリ値を呼び出します。

 メモリキー

 統計計算
基本手順
• 　　 　　　を押してください。 「STAT」インジケーターが点灯します。

• 最初のデータを入力してから、　　　を押してください。

• データ入力後、統計計算キーを押してください。 （例 :  、　　　 ）

• 　　 　　　を押すと統計計算モードを終了し、統計計算メモリをクリアします。

型式 ： キヤノン 「F-605G」
電源 ： アルカリ電池1個 (LR54 x １)
消費電力 ： DC1.5V / 0.038mW
電池寿命 ： 約２．５年 （１日１時間の使用）
オートパワーオフ ： 約７分
使用温度範囲 ： 0℃ ～ 40℃
外形寸法 ： 122mm( 奥行 )x73mm( 幅 )x12mm( 高さ ) （カバーを含む）
重量 ： 70g（カバーを含む）
*仕様は予告なしに変更することがあります。

表示部の文字が不鮮明になった場合は電源を切り、速やかにアルカリ電池を交換してく
ださい。 
以下の手順でアルカリ電池を交換してください。
1.　　　を押して本機の電源を切ってください。
2. 本体背面の電池カバーを固定しているネジを精密機器用ドライバーなどで外してく 
 ださい。
3. 電池カバーを少しスライドさせて持ち上げて下さい。
4.ボールペン等の、先の尖ったもので古い電池を取り外して下さい。
5.プラス (＋) 側を上にして、新しい電池を装填して下さい。
6. 電池カバーを元の場所に取り付けてネジで留め、　　   、　　　　　　　を押して計 
 算機を初期化して下さい。

  • 電池は子供の手の届かない場所に保管してください。電池を交換する 
   際は、小さなお子様が誤って電池を口に入れないように手の届かない 
   場所で行ってください。万一、電池を飲み込んだ場合はただちに医師に 
   ご相談ください。
  • 交換する電池の種類を間違うと爆発の危険があります。使用済みの電 
   池は、+極と- 極をテープで絶縁してからお住まいの地域の環境法と 
   廃棄基準に従って廃棄してください。
 電磁妨害または静電放電により、表示部の不具合が生じたり、メモリ内容が消えた 
 り書き換えられたりする場合があります。その場合は　　 を押して再起動してく 
 ださい。

警告
電池の交換

 仕様

• 本機はLSI などの精密電子部品で構成されていますので、温度変化の激しい場所、 
 湿気の高い場所、ごみやほこりの多い場所、または直射日光の当たる場所ではご使用 
 にならないでください。
• 液晶ディスプレイパネルはガラスでできていますので、強く押さえつけないでくださ 
 い。
• 本機を清掃する際は、必ず乾いた柔らかい布を使用してください。濡れた布や有機溶 
 剤（シンナーなど）は使用しないでください。
• 本機を絶対に分解しないでください。万一、故障したと考えられる場合は、パーソナル 
 機器修理受付センターまでお問合せください。
• 本機を焼却するなど、不正に廃棄しないでください。人体への危険が生じる場合があ 
 ります。お住まいの地域の法令に従って廃棄してください。
• 電池はあまり使用しない場合でも少なくとも2年に1回は交換してください。
電池使用上のご注意
• 電池を誤って使用すると、液漏れ、爆発、損傷、けがの原因になることがあります。
• 電池を再充電したり分解しないでください。短絡の原因になることがあります。
• 電池を温度の高い場所に置いたり、直接加熱したり、焼却しないでください。
• 電池が切れた場合はすぐに本機から取り外してください。そのままにしておくと、液漏 
 れし、本機の故障の原因になることがあります。
• 電池の残量が少なくなった状態で本機を使い続けると、誤操作が生じたり、保存した 
 メモリが破損したり消えてしまったりすることがあります。大切なデータは常に書き留 
 めるようにした上で、電池はできるだけ早く交換してください。
 現在の計算または設定モードが分からなくなった場合は、　　　　　　　を押して計 
 算機を初期化することをお勧めします。

 安全にお使いいただくために

※ ＩＰ電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってはつながらない場合があります。
※ 上記記載内容は、都合により予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。

 ２進 / ８進 / 16進数キー
   10 進数、2進数、8進数、16進数を指定します。 

2進数入力キー :
2 進演算モードでは、　　　　　　 は無視されます。

８進数入力キー :
８進演算モードでは、　　　と　　 は無視されます。

16進数入力キー (0～9): 

16進数入力キー (10～15): 

2の補数演算 : 
コンピュータ計算では、負の値を表すとき、+および - 符号を使用せず、補数が使用され
ます。また、減算は、補数を付けて実行されます。

 複素数計算

 　　　 　: 複素数計算モードに切り替えます。

  実部キー : 複素数計算モードで実数部を記憶します。

  虚部キー : 複素数計算モードで虚数部を記憶します。

 演算順序

 エラー

製品取扱い方法ご相談窓口

修理お問い合せ専用窓口

表示部

分数 （例　　） :

注: エラーについては、「エラー」をご覧ください。

/ 　16進数A～F :表示例:

 : シフトキー
STO : メモリ保存
RCL : メモリ呼び出し
BIN : 2進演算モード
OCT : 8進演算モード
HEX : 16進演算モード
HYP : 双曲線

CPLX : 複素数計算モード
STAT : 統計計算モード
σ : 母標準偏差
 : グレードモード
 : ラジアンモード
 : ディグリーモード

メモリサイン

エラーサイン
仮数部マイナス符号

状態インジケータ

仮数部
指数部マイナス符号

指数部

 スライドカバーの使用方法
図のようにスライドさせてカバーを開閉してください。

 カバーを外す カバーを付ける

 乱数発生
  乱数キー： 乱数を発生させることができます。
  * 数値は0.000と0.999の間で毎回変わります。

分子

整数 分子 分母

分母

分数計算キー
  分数キー : このキーを使用して帯分数および仮分数を入力します。

 分数　 は「 　　 」のように表示されます。また、　　は「　　　　 」のように表示され 
 ます。
注 ！
• 分数計算結果の総桁数（整数＋分子＋分母＋除算記号）が10を超える場合には、自 
 動的に小数点表示されます。
•　　　は、分数計算の結果を10進法に変換します。また、その逆も同様に変換します。

   帯分数 /仮分数変換キー : 帯分数を仮分数に変換します。その逆も同様に 
   変換します。キーを押すたびにどちらかを選択して変換します。

キー記号
例 と

キーに表示された関数を使用するには、このキーを押します。
キーの上部に表示された関数を使用するには、10進演算モードのとき　　 を押
したあとすぐにこのキーを押します。
「D」キーはグレーで表示されています。キーの上部にグレーで表示された関数
を使用するには、16進演算モードでこのキーを押します。
「n」キーはブルーで表示されています。キーの上や下にブルーで表示された関
数を使用するには、統計計算モードでこのキーを押します。
「[Σx]」キーはブルーで括弧内に表示されています。キーの上や下に、ブルーで
括弧内に表示された関数を使用するには、　　　を押したあとすぐにこのキーを
押します。

 数値入力およびモード選択キー
  数字キー : 数字を入力します。

 小数点キー : 小数点を入力します。

 指数キー : 指数の入力に使用します。

 符号切替キー : 表示された仮数または指数の符号（＋または－）を切り替えます。
 バックスペースキー : 最後に入力された数字を消去し、残った数字を右に詰め 
 ます。

 シフトキー : キーの上や下に表示された機能を実行します。
表示モードキー
 工学指数モード

 分解工学指数モード
 浮動小数点 /科学指数モード切替
小数位選択キー
 10 進演算結果の仮数部の小数位を指定します。　　　　　　を押した後、
 　　　　　 を押して小数位を指定します。
注 ! : 小数位をリセットするには　　　、　　 を押した後、　　　を押します。
ディグリー /ラジアン /グレードモードキー
 角度単位を変更します。

 角度単位変換モード：角度値を別の単位に変換します。（DEG　　RAD
 GRAD）
 •単位の関係：

本機は、以下の場合にオーバーフローを起こします。電子ロックが働き、以降の計算がで
きなくなります。

• 計算結果が以下の範囲を超えた場合
 　　　、
 x: 計算結果
• メモリ内容が以下の範囲を超えた場合
 　　　、
 x: メモリ内容
 (オーバーフローによるエラーが生じる前から記憶されていたデータはそのまま残り 
 ます。）
• 以下の範囲を超えた数字が入力され、四則計算キー (＋、－、×、÷)が押された場合
 　　　、

• a÷0（０で割る除算）を実行しようとした場合
• データが関数または統計計算の演算範囲を超えた場合
• 統計計算で、
 (1) データのインプットが1個だけで、標本標準偏差を計算しようとした場合
 (2) n=0のときに、　の平均、母標準偏差および標本標準偏差を計算しようとした場 
   合
 (3) 演算結果が許容計算範囲を超えた場合
 　　　、
 x: 計算結果
 (4)インプットが許容計算範囲を超えた場合
 　　　、
• 括弧付き計算および算術計算で、計算機に記憶されている演算子の数が5段階を超 
 えた場合
• 一度に連続して16個以上の始め括弧を付けた場合
  オーバーフロー時の表示部
   　　を押してエラーをクリアしてください。

本機は、次のように演算優先順位を自動的に決定します。
 優先度の高い順
 1.(　) 内の演算
 2. 指数 (EXP)
 3. 関数キー :　　　　　　　　　　　　　　　　  角度単位変換

 4. 分数 (ab/c、d/c)
 5. 負の値
 6. 累乗およびルート :
 7. 順列 (nPr) および組み合わせ (nCr)
 8. 　、
 9. 　、
  例：

演算レベル（スタックメモリ）
実際の計算の間、優先度の低い演算は、スタックメモリに記憶され、順番に計算されま
す。スタックメモリは、演算レベルを5段階まで記憶することができます。
例 :
レベル

 基本演算命令キー
　　　　　　　　　　四則計算キー : 基本的な計算に使用します。

　　 パーセントキー : 百分率、割増および割引計算に使用します。

　　　　　括弧キー：
 • 一度に使用できる始め括弧は連続15個までです。
 • 　　 と　　　は常に同時に使用されます。演算中にどちらか一方のキーだけが 
  押された場合、意図された結果が得られない場合があります。

• ご使用前には、本説明書を必ずお読みください。また、お読みになった後はい 
 つでも見られるように大切に保管してください。
• この使用説明書では、F-605Gの機能、仕様や注意事項を説明しています。 
• 詳しい説明や演算例は別紙をご覧ください。
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ⓒ CANON ELECTRONIC BUSINESS MACHINES (H.K.) CO., LTD.　2019　 PRINTED IN CHINA
  2019年5月1日現在

パーソナル機器修理受付センター
（全国共通番号） ０５０－５５５－９9０88
[受付時間] 平日・土 ９：００ ～ 17：００

休業日： 日・祝日、1月1日～３日、12月31日
※上記番号をご利用頂けない場合は、043-211-9317をご利用ください。

キヤノンお客様相談センター
（全国共通番号） ０５０－５５５－９００25
[受付時間] 平日・土 ９：００ ～ 17：００

休業日： 日・祝日、1月1日～３日、12月31日
※上記番号をご利用頂けない場合は、０４３-２１１-９６3２をご利用ください。
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